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③
脚
気
相
撲
で
も
勇

を
あ
び
反
感
を
か
つ
た
。

②
華
岡
青
洲
の
全
身
麻
酔
法
が
欧
米
に
先
ん
じ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
後
の
発
展
を
み
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
方
法
を
公
開
せ
ず
、
秘
伝

と
し
て
子
孫
や
高
弟
に
の
み
教
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

③
脚
気
相
撲
で
も
「
西
洋
医
」
に
「
漢
方
医
」
が
勝
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
治
療
内
容
を
公
開
し
な
か
っ
た
た
め
に
批
判

は
じ
め
に

解
剖
学
者
で
医
史
学
者
の
小
川
鼎
三
先
生
二
九
○
一
～
一
九
八
四
）
は
純
粋
に
学
者
の
立
場
と
し
て
、
か
つ
て
「
漢
方
医
学
が
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
」
と
し
て
次
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
弓
医
学
の
歴
史
」
中
公
新
書
、
一
九
六
四
）
。

①
人
体
の
解
剖
が
医
学
の
真
の
進
歩
に
最
も
大
き
く
あ
ず
か
り
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
時
代
や
土
地
で
は
真
の
進
歩
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
か
っ
た
。

漢
方
の
復
興

小
川
鼎
三
の
批
判
は
漢
方
医
学
の
も
つ
「
思
弁
性
」
と
「
閉
鎖
性
」
を
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
客
観
性
と
情
報
公
開
な
し
に
は
進
歩
は
な
い
。

私
の
北
里
大
学
で
の
講
義
メ
モ
に
は
「
漢
方
医
学
が
見
直
さ
れ
た
理
由
」
と
し
て
次
の
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
。

特
別日

本
漢
方
の
伝
統

講
演

器
〃
Ｉ
や
田
丁
｜
一
三
ロ
再
昨

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
長

古
〕
△
冊

壽

彦
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（
１
）
今
日
、
医
学
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
最
大
の
理
由
は
病
気
の
性
質
が
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
感
染
症
は
今
も
重
要
な

疾
病
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ィ
フ
ス
タ
ィ
ル
病
」
Ｅ
貯
め
ｇ
⑦
‐
旦
望
８
二
目
筋
の
）
が
疾
病
構
造
の
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）
多
く
の
漢
方
薬
が
医
療
保
険
（
一
九
七
六
～
）
の
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
、
日
常
診
療
に
頻
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
古
く

は
一
九
五
七
年
に
四
処
方
の
エ
キ
ス
製
剤
が
健
康
保
険
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
て
い
る
）

（
３
）
医
療
経
済
学
的
な
立
場
か
ら
現
在
の
医
療
制
度
は
破
綻
の
危
機
に
あ
り
、
よ
り
効
率
的
な
医
療
と
し
て
漢
方
治
療
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
近
未
来
に
出
来
高
払
い
で
は
な
く
、
標
準
治
療
費
制
度
が
導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
る
漢
方
薬
が
広
い
分
野
で
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）

（
４
）
現
代
医
薬
品
の
重
篤
な
副
作
用
へ
の
反
省
か
ら
、
天
然
物
を
利
用
し
た
医
学
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
５
）
過
度
の
専
門
分
科
に
よ
っ
て
、
病
気
の
治
療
で
は
な
く
、
病
人
の
治
療
と
し
て
患
者
を
心
身
両
面
か
ら
統
合
的
に
診
る
漢
方
医

学
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
６
）
漢
方
薬
の
薬
理
作
用
の
解
明
が
進
み
現
代
医
学
的
に
も
効
果
の
検
証
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
慎
重
な
解
説
が
必
要
で
あ
る
が
、
特
に
感
染
症
に
つ
い
て
は
「
感
染
の
成
立
と
免
疫
」
は
疾
病
の
根
幹
の
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
新
型
肺
炎
団
シ
海
辺
の
例
な
ど
、
人
類
の
病
気
の
歴
史
の
大
半
が
、
感
染
症
と
の
闘
い
で
あ
る
こ
と
は
今
も
相

違
な
い
。
一
方
で
「
感
染
症
の
軽
症
化
」
も
一
面
の
真
理
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
①
衛
生
状
態
の
改
善
②
栄
養
状
態
の
改
善
③
抗
生
物
質

の
使
用
頻
度
の
増
加
④
各
種
の
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど
で
説
明
で
き
る
。

現
代
医
学
は
「
病
気
を
治
す
」
、
漢
方
医
学
は
「
病
人
を
治
す
」
と
い
う
対
比
は
総
論
と
し
て
は
話
し
や
す
い
。
現
代
医
薬
品
は
宮
コ
ー

冒
目
さ
目
め
（
単
純
な
感
染
症
に
有
効
）
、
漢
方
薬
は
砂
昌
さ
ｐ
一
ｍ
（
全
身
的
。
心
身
と
も
に
・
老
化
を
伴
う
）
と
は
恩
師
・
大
塚
恭
男

先
生
の
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
比
較
で
あ
る
。
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漢
方
医
学
の
歴
史
（
表
１
）
を
踏
ま
え
て
、
現
代
の
日
本
漢
方
の
現
状
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

（
１
）
医
療
用
漢
方
エ
キ
ス
製
剤
保
険
薬
値
収
載
二
九
七
六
～
）

現
在
、
医
療
保
険
の
薬
価
に
収
載
さ
れ
て
い
る
漢
方
方
剤
は
一
四
七
種
類
で
あ
り
、
ま
た
生
薬
は
約
二
○
○
種
類
で
あ
る
。
た
だ
し
一

九
九
三
年
に
起
き
た
小
柴
胡
湯
の
副
作
用
報
道
を
受
け
て
、
一
九
九
七
年
に
薬
価
収
載
の
漢
方
製
剤
の
全
て
に
つ
い
て
「
漢
方
医
学
的
な

病
態
（
証
）
に
基
づ
い
て
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
」
と
の
項
目
が
明
記
さ
れ
、
漢
方
薬
の
適
正
使
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年

の
小
柴
胡
湯
の
副
作
用
、
「
問
質
性
肺
炎
に
よ
る
死
亡
」
報
告
以
来
、
一
時
急
速
に
落
ち
込
ん
だ
漢
方
製
剤
の
生
産
は
二
一
世
紀
に
入
っ

て
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
た
だ
し
漢
方
製
剤
の
全
医
薬
品
に
占
め
る
生
産
高
は
い
ま
だ
一
・
五
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

〈
２
）
漢
方
専
門
医
制
度
二
九
八
九
～
）

た
だ
し
こ
の
制
度
は
本
年
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
二
○
○
五
年
よ
り
日
本
東
洋
医
学
会
認
定
専
門
医
は
ま
ず
「
基
本
診
療
領
域
の
認
定
医

を
と
っ
た
も
の
」
に
受
験
資
格
を
与
え
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
共
通
二
階
」
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
３
）
日
本
医
学
会
に
加
盟
承
認
二
九
九
一
年
）

漢
方
医
学
が
「
学
問
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
漢
方
薬
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
（
二
○
○
一
～
）

薬
学
も
医
学
に
呼
応
し
て
認
定
制
度
を
発
足
し
て
い
る
。
日
本
生
薬
学
会
と
薬
剤
師
研
修
セ
ン
タ
ー
が
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
の
負
①
２
国
呂
盲
日
の
時
代
（
二
○
○
二
年
～
）

「
和
漢
薬
を
概
説
で
き
る
」
（
卒
業
ま
で
の
達
成
目
標
）
が
文
部
科
学
省
諮
問
機
関
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
医
学
部
・
薬
学
部
と

も
に
「
漢
方
」
を
学
ぶ
時
代
と
な
り
、
全
国
八
○
の
医
学
部
・
医
科
大
学
が
漢
方
の
卒
前
教
育
を
行
い
始
め
た
。
現
在
、
医
師
の
約
七
割

が
漢
方
薬
を
日
常
的
に
処
方
す
る
時
代
に
な
っ
た
。

現
代
の
日
本
漢
方
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漢
方
医
学
が
現
代
医
学
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
皆
が
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
・
医
学
と
し
て
も
医
療
と
し
て
も
異
質

な
も
の
と
捉
え
て
い
る
意
見
は
少
な
く
な
い
。

北
里
大
学
で
は
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
般
目
標
と
達
成
目
標
と
し
て
以
下
の
も
の
を
あ
げ
た
。

漢
方
医
学
が
医
学
教
育
に
入
る
意
義
と
し
て
、

①
医
師
（
医
療
従
事
者
）
が
漢
方
医
学
に
偏
見
を
も
た
な
い
。

②
漢
方
治
療
の
希
望
に
対
し
て
紹
介
で
き
る
。

③
自
分
の
専
門
領
域
で
漢
方
治
療
を
使
用
（
併
里
で
き
る
。

④
漢
方
医
学
の
専
門
家
と
チ
ー
ム
医
療
が
組
め
る
。

⑤
患
者
中
心
の
新
た
な
「
日
本
型
医
療
」
の
構
築
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
個
の
医
療
・
全
人
的
医
療
と
し
て
漢
方
医
学
の
特
質
と
役
割
を
説
明
で
き
る
。

②
患
者
の
た
め
の
治
療
指
針
の
中
に
漢
方
薬
を
正
し
く
位
置
づ
け
で
き
る
。

雪
般
目
標
」

①
「
証
」
の
論
理
を
説
明
で
き
る
。

②
処
方
単
位
と
し
て
の
漢
方
方
剤
の
意
義
が
理
解
で
き
る
。

③
主
な
生
薬
・
漢
方
方
剤
の
薬
理
作
用
を
説
明
で
き
る
。

④
漢
方
薬
の
主
な
副
作
用
、
化
学
薬
品
と
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

⑤
漢
方
診
療
の
手
法
（
四
診
）
の
実
際
を
経
験
す
る
．

『
到
達
目
標
」

ー
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⑤
漢
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
診
療
の
幅
が
広
が
る
。

⑥
漢
方
診
察
法
や
鍼
灸
実
技
は
す
ご
く
新
鮮
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
学
生
は
早
い
時
期
に
漢
方
の
一
端
に
触
れ
る
だ
け
で
も
「
違
和
感
」
を
持
た
な
い
。
高
学
年
に
な
っ
て
教
え
る
と
、

「
非
科
学
的
」
「
神
秘
主
義
」
「
独
善
的
」
な
ど
否
定
的
な
先
入
観
を
持
つ
。
園
島
①
曽
○
め
員
①
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
．
一
方
で
、

①
漢
方
の
基
本
概
念
が
わ
か
り
に
く
い
。

②
用
語
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

な
ど
の
意
見
も
あ
る
。

③
エ
ビ
デ
ン
ス
が
少
な
い
。

④
副
作
用
が
少
な
い
。

、
西
洋
医
学
に
は
な
い
す
ば
ら
し
い
一
面
が
あ
り
そ
？

②
慢
性
疾
患
の
治
療
に
適
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
の
治
療
に
向
い
て
い
る
。

学
生
の
感
想
と
し
て
は
、

（
ｕ
漢
方
の
Ｅ
Ｂ
Ｍ
確
立
の
手
法
を
理
解
す
る
。

⑧
世
界
の
相
補
代
替
医
療
の
潮
流
に
つ
い
て
概
説
で
き
る
。

実
際
の
講
義
で
は
具
体
的
な
話
と
漢
方
の
考
え
方
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
体
験
学
習
も
含
め
て
学
ぶ
の
が
捷
径
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

⑥
ｇ
の
①
印
昌
号
を
経
験
す
る
。
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い
う
ま
で
も
な
く
人
体
は
「
形
」
と
し
て
の
物
質
的
側
面
と
「
は
た
ら
き
」
と
し
て
の
機
能
的
側
面
が
あ
る
。
こ
れ
を
理
解
す
る
の
に

「
形
」
か
ら
理
解
す
る
か
、
「
は
た
ら
き
」
か
ら
理
解
す
る
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
眼
に
見
え
る
「
形
」
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
第
一
講

で
述
べ
た
解
剖
学
者
・
小
川
鼎
三
の
指
摘
の
よ
う
に
「
解
剖
学
」
か
ら
始
ま
る
人
体
の
構
造
・
し
く
み
・
正
常
と
異
常
か
ら
「
形
」
と
し

て
の
生
理
学
・
病
理
学
を
構
築
し
、
「
診
断
学
」
が
成
熟
し
て
い
く
。
一
方
、
薬
物
学
・
薬
理
学
の
進
歩
に
よ
り
「
治
療
学
」
が
築
か
れ

て
い
く
。
こ
れ
は
極
め
て
論
理
的
で
あ
り
客
観
的
で
わ
か
り
や
す
い
。

こ
の
こ
と
は
実
は
漢
方
医
学
の
歴
史
の
中
で
も
議
論
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
吉
益
東
洞
（
一
七
○
二
～
一
七
七
三
）
は
「
眼
に
み
え
ぬ

も
の
は
い
わ
ぬ
」
と
断
言
し
た
。
だ
か
ら
吉
益
東
洞
は
「
陰
陽
」
も
「
虚
実
」
も
「
三
陰
三
陽
」
も
要
ら
ぬ
と
言
い
切
っ
た
。
漢
方
医
学

の
聖
典
「
傷
寒
論
」
も
換
骨
奪
胎
し
処
方
ご
と
に
条
文
を
集
め
、
処
方
運
用
の
要
約
二
方
極
』
）
や
生
薬
の
、
王
作
用
（
『
薬
徴
」
）
を
明
確

に
し
よ
う
と
試
み
た
。
「
脈
診
」
を
捨
て
「
腹
診
」
と
『
傷
寒
論
」
の
条
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
生
薬
学
・
治
療
学
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。

そ
の
吉
益
東
洞
が
当
時
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
「
解
剖
」
（
脈
分
け
）
に
は
極
め
て
冷
淡
で
あ
っ
た
。
「
死
体
を
い
く
ら
み
て
も
生
き
て
い

る
人
間
の
治
療
に
は
何
の
役
も
立
た
な
い
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
死
体
に
は
既
に
「
気
」
が
な
い
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。

吉
益
東
洞
の
医
学
理
論
が
完
成
し
な
か
っ
た
の
は
嫡
子
・
吉
益
南
涯
が
父
親
の
論
理
を
継
承
す
る
と
言
い
つ
つ
伝
統
理
論
に
立
ち
返
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
知
れ
る
。
そ
の
理
由
は
基
盤
と
な
る
医
学
思
想
が
儒
学
（
古
文
辞
学
）
で
あ
り
、
医
学
と
し
て
は
「
気
の
医
学
」

の
伝
統
を
超
え
る
理
論
を
持
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
歴
史
的
限
界
が
あ
る
。

ち
な
み
に
吉
益
東
洞
・
吉
益
南
涯
父
子
は
「
古
方
派
」
の
雄
で
あ
る
。
「
古
方
」
に
も
ど
れ
、
と
説
く
医
説
の
意
味
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

伝
統
医
学
が
「
根
拠
」
に
し
た
基
本
概
念
が
無
意
味
で
あ
れ
ば
今
こ
こ
で
語
る
意
義
は
な
い
。
現
代
医
学
が
「
解
剖
学
」
や
「
病
理
学
」
、

「
生
理
学
」
な
ど
の
発
達
に
よ
り
高
度
な
「
診
断
学
」
を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
い
よ
い
よ
「
治
療
」
の
段
に
な
っ
て
、
光
と
鶏
（
か
げ
）

の
面
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
る

治
療
学
と
し
て
の
漢
方
医
学
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日
本
漢
方
の
伝
統

中
国
医
学
を
淵
源
に
持
ち
、
六
世
紀
か
ら
「
日
本
的
に
」
受
容
さ
れ
発
展
し
た
漢
方
は
江
戸
時
代
に
一
つ
の
完
成
を
み
る
。
と
同
時
に

オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
洗
礼
を
受
け
明
治
を
迎
え
る
。
実
利
主
義
を
優
先
し
た
明
治
の
知
識
人
は
「
医
師
免
許
制
度
の
一
本
化
」
（
一
八
九
五

年
藍
俣
医
存
続
願
否
決
）
を
採
択
し
た
。
た
だ
し
医
師
の
資
格
が
あ
る
も
の
に
漢
方
を
禁
止
す
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
一
旦
は
歴

史
の
表
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
た
医
学
は
一
九
七
六
年
の
漢
方
保
険
製
剤
承
認
を
機
に
「
新
し
い
医
学
」
と
し
て
、
現
代
医
学
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
呼
応
す
る
よ
う
に
一
時
は
漢
方
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
「
漢
方
医
学
教

育
の
義
務
化
」
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
漢
方
医
学
は
現
代
医
学
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
あ
る
。

と
同
時
に
「
漢
方
の
伝
統
」
を
守
る
こ
と
を
真
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

漢
方
の
普
及
が
天
然
物
と
し
て
の
資
源
確
保
の
危
機
、
品
質
管
理
や
安
全
性
の
問
題
、
理
論
の
平
準
化
、
現
代
医
学
と
の
統
合
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
や
健
康
食
品
な
ど
「
食
薬
区
分
」
の
問
題
な
ど
日
本
漢
方
の
前
途
は
平
穏
で
は
な
い
。
漢
方
の
普
及
が
「
漢
方
医
学
の
質
の
低

下
」
や
代
替
医
療
と
の
混
同
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
早
く
か
ら
漢
方
の
将
来
を
予
見
し
、
あ
る
べ
き
指
針
を
示
し
た
の
は
他
な
ら
ぬ
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

「
病
変
部
分
を
摘
出
す
る
」
（
例
え
ば
外
科
手
術
）
、
「
病
変
部
分
に
特
異
的
に
効
く
薬
物
が
あ
る
」
（
例
え
ば
抗
生
物
質
）
な
ど
は
栄
光

の
部
分
で
あ
ろ
う
。
だ
が
一
方
で
治
療
に
お
い
て
は
常
に
全
身
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
「
全
体
的
・
機
能
的
」
な

人
体
へ
の
治
療
行
為
が
思
い
の
ほ
か
複
雑
を
極
め
「
治
療
学
」
が
未
だ
に
「
部
分
の
治
療
学
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
漢
方
に
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
、
治
療
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
漢
方
薬
」
が
加
わ
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

む
し
ろ
ヒ
ト
を
有
機
的
・
全
身
的
に
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
分
け
ず
に
「
治
す
」
あ
る
い
は
「
自
己
治
癒
力
を
賦
活
す
る
」
た
め
の
戦
略

と
し
て
現
代
の
「
治
療
学
」
に
貢
献
し
う
る
か
。
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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の
歴
代
所
長
で
あ
っ
た
。
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
・
大
塚
恭
男
の
三
師
は
昭
和
漢
方
の
節
目
・
節
目
に
漢
方
の
指
針
を
示
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
恩
師
た
ち
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
こ
れ
を
歴
史
の
教
訓
と
し
て
捉
え
、
伝
統
の
継
承
と
発
展
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

（
表
１
）
漢
方
医
学
の
歴
史

五
六
二
知
聡
が
朝
鮮
半
島
経
由
で
医
薬
書
を
も
た
ら
す

九
八
四
丹
波
康
頼
『
医
心
方
』
三
○
巻
［
現
存
最
古
の
日
本
の
医
学
書
］

一
六
世
紀
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
～
一
五
九
四
）
［
漢
方
中
興
の
祖
］

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
漢
方
の
隆
盛
時
代
と
な
る

一
八
世
紀
吉
益
東
洞
二
七
○
二
１
一
七
七
三
）
、
山
脇
東
洋
（
一
七
○
五
～
一
七
六
二
）
ら
輩
出

一
八
四
九
牛
痘
法
の
導
入
（
西
洋
医
学
の
予
防
法
、
漢
方
に
打
撃
）

一
八
八
三
医
術
開
業
規
制
お
よ
び
医
師
免
許
規
則
布
告
（
医
師
国
家
試
験
に
漢
方
は
出
題
さ
れ
ず
）

一
八
九
四
浅
田
宗
伯
没
、
漢
方
の
伝
統
絶
え
る

一
八
九
五
医
師
免
許
制
度
の
一
本
化
（
漢
方
医
存
続
願
帝
国
会
議
で
否
決
）

一
九
五
○
日
本
東
洋
医
学
会
設
立
（
会
員
数
九
八
名
）

一
九
五
七
漢
方
エ
キ
ス
製
剤
四
処
方
が
健
康
保
険
採
用

一
九
七
六
多
く
の
医
療
用
漢
方
エ
キ
ス
製
剤
が
薬
価
基
準
に
収
載
さ
れ
る

一
九
八
三
医
療
用
漢
方
製
剤
の
健
康
保
険
か
ら
の
削
除
の
動
き

一
九
九
○
日
本
東
洋
医
学
会
認
定
専
門
医
制
度
発
足
（
認
定
者
五
三
六
九
名
、
会
員
数
九
七
五
一
名
）

一
九
九
一
日
本
東
洋
医
学
会
が
日
本
医
学
会
分
科
会
に
加
盟
承
認
さ
れ
る

二
○
○
一
「
医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ー
教
育
内
容
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
「
和
漢
薬
教
育
」
、
文
部
科
学
省
に
答
申

二
○
○
四
日
本
専
門
医
認
定
制
機
構
の
方
針
を
受
け
、
基
本
診
療
領
域
の
認
定
医
取
得
後
に
日
本
東
洋
医
学
会
認
定
專
門
医
取
得
と
制
度
変
更

（
二
○
○
五
年
よ
り
実
施
）


